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こ
の
時
期
の
管
理
釣
り
場
で
は
、

下
バ
リ
に
ヒ
ゲ
ト
ロ
を
付
け
る
セ

ッ
ト
釣
り
が
現
在
は
主
流
に
な
っ

て
い
る
が
、
以
前
は
ト
ロ
ロ
と
い

え
ば
こ
の
両
ト
ロ
ロ
の
釣
り
が
主

流
だ
っ
た
。
ト
ロ
ロ
コ
ン
ブ
と
麩

エ
サ
を
練
り
合
わ
せ
た
独
特
の
ヌ

ル
ヌ
ル
し
た
エ
サ
は
、
慣
れ
な
い

と
ど
う
し
て
も
使
い
勝
手
が
悪
く
、

敬
遠
す
る
人
も
多
い
が
、
こ
の
エ

サ
の
持
つ
高
い
効
果
を
一
度
知
っ

て
し
ま
う
と
、
病
み
付
き
に
な
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。

暖
期
の
管
理
釣
り
場
は
へ
ら
鮒

が
ウ
ワ
ズ
リ
や
す
く
、
時
に
は
水

面
が
真
っ
黒
に
な
る
ほ
ど
わ
き
上

が
る
。
そ
ん
な
と
き
で
も
、
ト
ロ

ロ
エ
サ
を
使
う
と
ウ
キ
を
な
じ
ま

せ
や
す
く
な
り
、
フ
ワ
ッ
と
さ
わ

っ
て
カ
チ
ッ
と
い
う
強
い
ア
タ
リ

を
連
続
さ
せ
て
く
れ
る
。

無
駄
な
ウ
ワ
ズ
リ
が
な
い
た
め
、

タ
ナ
が
落
ち
着
い
て
型
物
も
釣
り

や
す
く
な
り
、
余
分
な
ス
レ
ア
タ

リ
も
少
な
い
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
ゴ

エ
サ
で
は
追
求
し
き
れ
な
い
段
階

ま
で
、
ト
ロ
ロ
エ
サ
は
や
わ
ら
か

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
た
め
、
カ
ラ
ツ
ン
に
対
す
る
効

果
が
高
く
、
決
ま
れ
ば
ま
さ
に
入

れ
食
い
状
態
で
乗
っ
て
く
る
。

し
か
し
両
ト
ロ
ロ
に
は
弱
点
も

存
在
す
る
。
そ
れ
は
バ
ラ
ケ
性
・

寄
せ
る
力
で
あ
る
。
管
理
釣
り
場

は
、
年
を
追
う
ご
と
に
へ
ら
鮒
が

大
型
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め

に
同
じ
放
流
量
で
も
枚
数
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
頭
数
が

減
っ
た
へ
ら
鮒
を
み
ん
な
で
取
り

合
う
こ
と
に
な
り
、
寄
せ
る
力
が

年
々
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
上
バ
リ
に
バ
ラ
ケ
を
付
け

る
ヒ
ゲ
ト
ロ
の
釣
り
を
さ
ら
に
広

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
ロ
ロ
エ
サ
は
食
い

渋
り
に
強
い
と
い
う
特
徴
も
持
っ

て
い
る
。
大
型
ほ
ど
食
い
渋
り
や

す
い
の
だ
か
ら
、
両
ト
ロ
ロ
の
効

果
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
。
ま
た
、

大
型
中
心
の
池
で
も
平
日
は
へ
ら

鮒
が
ど
ん
ど
ん
ウ
ワ
ず
る
の
が
、

こ
の
時
期
で
は
当
た
り
前
。
こ
ん

な
と
き
、
両
ト
ロ
ロ
の
釣
り
は
爆

釣
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

管
理
釣
り
場
編

両
ト
ロ
ロ
の

釣
り

最
近
の
傾
向

●仕掛け図

竿●8～13尺

ウキ●ボディー5～8㎝

ハリス●0.4号

ミチイト●0.8号

ハリ●上下とも5号

上＝20㎝
下＝30㎝

板オモリ



エサの大きさ＆
オモリ量

～

エサ
実寸大

●エサのサイズ
直径15～17㎜くらいの大きさにて
いねいにハリ付けして打っていく。

●オモリ量
ウキの浮力
の目安は、
0.25㎜厚の
板オモリで
1.7㎝×2㎝

板オモリ
実寸大
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推薦釣法＝管理釣り場で1ｍのタナ狙い

極上とろろ（分包1袋）＋
極上とろろハード（分包1袋）＋
水600㏄＋とろスイミー100㏄＋
とろ選200㏄

基エサ

エサ（基エサ）の作り方の手順

エサ使いのコツ

「極上とろろ」と「極上とろろハード」は、分包
から出したらよくほぐして混ぜ合わせておくこ
と。ほぐしを雑にすると、トロロにダマができや
すい。ほぐしたトロロには、これもダマを防ぐた
めに、なるべくムラのないように水を注ぎ入れる。
トロロに水がしみこんだら、10分ぐらい放置し
たほうがよい。

水を吸ったトロロに、「とろスイミー」100㏄
を振りかけたら、５本指を立てて前後左右に振る
ようにすると混ざりやすくなる。
「とろ選」200㏄は十分に時間をかけ、とろろ
の繊維に無理をかけないように押し込んでいく。
ひと粒丸め、水中に入れたとき、浮き上がらずに
ゆっくり沈んでいけばベストの状態だ。できれば
この基エサは小分けしてビニール袋に入れ、クー
ラーボックスで保管して釣り場に持参したい。

まだごくやわらかい基エサを一掴み分出し、「とろ選」一掴み
分を加えて押し込んでいく。このとき、トロロの繊維を切らな
いよう注意する。「とろ選」の量は、何gというよりも、やわら
かい基エサが自分でハリ付けできるようになるまでが目安。ハ
リ付けは直径15～17㎜ぐらい。ヌルヌルしたエサなので、正
確に丸や雨だれ型にハリ付けするのは難しいが、丸めたエサの
下からハリを引っ掛けるようにエサの中心部に入れるのがコツ。
基エサに加える麩エサには、もうひとつ、「バラケＧ」をふる
いにかけたものも用意したい。休日で混雑しているときや、寄
せパワーが最初から必要と判断されたときは、「とろ選」ではな
く「バラケＧ」を基エサに混ぜていく。

＋

＋ or

＋ ＋ ＋

※以上が釣行前に作っておく基エサになる。

※寄せパワーをアッ
プしたい時は、「と
ろ選」の替わりに
「バラケG」を使う

＋
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両トロロの釣り ?こんな時どぉする

アタリが少ない
ウキがどんどん
なじんでしまう

ひとつはハリスを伸ばしていくこと。ダンゴに比べて
バラケ性が少ない分、両トロロの釣りはハリスワークが
決め手になることが多い。一度に３～５㎝ずつ伸ばして
みよう。次はエサ。まずはやわらかくしてみる。それが
できないときは、「バラケＧ」を追い足していく。ただし
「バラケＧ」を追い足しすぎると、トロロの繊維が切れや
すくなり、ハリ持ちがわるくなるので注意すること。

アタリが多すぎる
ウキが入りづらい
エサが持たない

ハリスを短くしていく。３～５㎝ずつ詰めてみよう。
ウキを入りやすくするには、ひとつの方法としてエサを
重くすること。「とろスイミー」を追加して重くする。た
だし「とろスイミー」を直接追加するのは×。少量ずつ
とろスイミーを水になじませてから混ぜ込んでいく。
●エサを硬くしてウキを入れやすくする方法→トロロの
繊維を切らないよう注意しながら、「とろ選」を追い足し
ていく。
●トロロの繊維そのものを多く強くする方法→「極上と
ろろハード」をいったん水になじませてから、エサに追
加して混ぜ込んでいく。

カラツンを
消したいとき

カラツンの原因の大半
はエサの持ち過ぎと大き
すぎ。だから、まずエサ
付けを小さくしたり、手
水でやわらかくする方法
を取ってみる。これとは
逆にエサの芯残りが足り
ないためのカラツンもあ
る。Q2と同じように「極
上とろろ」を水になじま
せてから追加してみる。
あるいは「とろ選」で硬
くすることでカラツンが
解消することも。


